これまでの避難所・避難生活学会の取り組みと成果

新潟大学大学院医歯学総合研究科先進血管病・塞栓治療・予防講座

避難所・避難生活学会は2015年春から準備を始め、2015年11月23日に新潟県中越大震災シンポジウム、震災・災害シンポジウム2015と合同開催で第1回を開催した。2015年は東日本豪雨災害（常総市水害）が発生しており対応や調査結果が報告された。2015年のスローガンは「ストップ・ザ・雑魚寝」であった。本学会は行動する学会として政府・自治体などに働きかけるロビー活動を行なっている。これは水谷嘉浩理事による功績が大きい。内閣府の避難所の質向上委員会にも出席して「避難所運営ガイドライン」の原案にも参加した。2016年は熊本地震が発生し避難所環境改善のために段ボールベッドの導入を内閣府に働きかけ当時の菅官房長官に衆議院議員を通じてお願いし4000台の段ボールベッド、1万個の弾性ストッキングの送付をしていただいた。しかしこれらは十分に活用されなかった。2016年の第2回では熊本地震での報告と反省が多くなされた。2017年7月に九州北部豪雨災害が発生したが熊本地震の教訓が活かされたとは言えない避難所が被災地で見られ、また県は段ボールベッドの準備をしたが被災地の市町村から要請が無いということで導入できない事例が複数市であった。2018年は9月に西日本豪雨災害と北海道胆振東部地震がほぼ同時に発災し広範囲な災害対応が必要とされたが、案の定、避難所の対応が県および市町村で全く異なることが露呈した。また北海道胆振東部地震では北見市の北海道赤十字看護大学にあった段ボールベッドを使用することで避難所に発災3日後に段ボールベッドが導入でき、西日本豪雨避難所では7日以上かかったことから防災協定のみでは3日以内に避難所に導入することは難しく、300km離れていても備蓄があった方が良いことが明らかになった。2019年は台風15号、19号の被災地避難所で以前と同じように県が準備しても市町村からの要請が無いため段ボールベッドが導入できないことが多くみられた。また西日本豪雨災害で4ヶ月間同じ種類のおにぎりや菓子パンが提供され続けていたが、台風19号の避難所でも似た状況であった。このように未だ避難所の環境改善はまだまだである。一方、東日本大震災から10年経過し、震災の記憶が薄れ、災害専門家でも美談を話されるようになってきていることに危惧を感じている。本学会の成果を語るにはまだ早く、更なる活動をしなければならない。
